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イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
産
業
別
部
会
活
動
と
Ｊ
Ｃ
Ｍ

TOPICS
3

岩
井 

伸
哉

Ｊ
Ｃ
Ｍ
国
際
局
部
長

は
じ
め
に

　

2
0
1
2
年
６
月
、Ｉ
Ｍ
Ｆ（
国
際
金

属
労
連
）、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
（
国
際
化
学
エ
ネ
ル

ギ
ー
鉱
山
一
般
労
連
）
お
よ
び
Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｌ

Ｗ
Ｆ
（
国
際
繊
維
被
服
皮
革
労
組
同
盟
）

の
３
つ
の
Ｇ
Ｕ
Ｆ
（
国
際
産
業
別
労
働
組

合
組
織
）
が
統
合
し
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ

ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　

３
Ｇ
Ｕ
Ｆ
は
そ
れ
ぞ
れ
産
業
別
の
活
動

を
展
開
し
て
お
り
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
の
結
成
に
よ
っ
て
、
一
部
は
整
理
・
統

合
さ
れ
現
在
で
は
16
の
部
会
が
存
在
し
て

い
ま
す
。（
下
記
図
表
参
照
）

Ｉ
Ｍ
Ｆ
草
創
期

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ（
国
際
金
属
労
連
）の
結
成
は

1
8
9
3
年
、第
一
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
会
と
関
連
し
て
開
催

さ
れ
た
金
属
労
働
者
の
国
際
会
議
に
お
い
て
、

国
際
金
属
労
働
者
情
報
局
と
し
て
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
結
成
の
際
の
決
議
に
は
、
国
際
組

織
に
対
す
る
各
国
の
金
属
労
働
組
合
の
代
表

の
選
出
と
そ
の
任
務
に
つ
い
て
、
各
国
の
金

属
労
働
者
の
情
勢
報
告
の
送
付
と
集
約
に

つ
い
て
、
各
国
の
金
属
労
働
組
合
の
ス
ト

ラ
イ
キ
な
ど
の
闘
争
へ
の
支
援
手
続
や
国

際
的
ス
ト
ラ
イ
キ
破
り
の
阻
止
な
ど
に
つ

い
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
草
創
期

に
は
産
業
別
部
会
活
動
の
展
開
は
あ
ま
り

な
か
っ
た
と
言
え
、
本
格
的
な
活
動
展
開
は

第
二
次
世
界
大
戦
後
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

1
0
0
年
以
上
前
に
Ｇ
Ｕ
Ｆ
が
結
成
さ
れ

始
め
て
き
た
時
代
に
は
、
煙
草
工
、
大
工
、
紡

績
工
、
鉱
山
労
働
者
、
鉄
工
労
働
者
そ
し
て

印
刷
工
な
ど
、
職
種
・
職
業
別
の
組
織
が
ま

ず
結
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
欧
州
各

国
国
内
組
織
が
こ
う
い
っ
た
職
種
・
職
業
別
の

労
働
組
合
、い
わ
ゆ
る
ク
ラ
フ
ト
・
ユ
ニ
オ
ン

で
あ
っ
た
た
め
、
Ｇ
Ｕ
Ｆ
も
そ
れ
に
沿
っ
て
形

成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
合
併
と
統
合
を

重
ね
現
在
の
Ｇ
Ｕ
Ｆ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
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インダストリオールの産業別部会一覧



  2015  Autumn JCM 34 

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の

産
業
別
部
会
活
動
の
始
ま
り

　

1
9
4
9
年
４
月
、
Ｉ
Ａ
Ｍ（
全
米
機
械

工
労
働
組
合
）の
招
請
に
よ
り
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央 

委
員
会
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
戦
前
は
ア
メ
リ

カ
か
ら
Ｉ
Ａ
Ｍ
し
か
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
加
盟
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
（
Ｉ
Ａ
Ｍ
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟

は
1
9
1
5
年
）、こ
の
年
Ｕ
Ｓ
Ｗ
Ａ
（
全
米

鉄
鋼
労
働
組
合
）
と
、Ｕ
Ａ
Ｗ（
全
米
自
動
車

労
働
組
合
）
が
相
次
い
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
を
果
た

し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
欧
州
か
ら
、
北
米
へ
、

さ
ら
に
そ
の
後
ア
ジ
ア
太
平
洋
、
ラ
テ
ン
＝

ア
メ
リ
カ
、ア
フ
リ
カ
へ
と
組
織
化
を
進
め
ま

し
た
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
そ
の
活
動
範
囲
を
不
断
に
拡
大

さ
せ
、
さ
ら
に
欧
州
と
北
米
に
お
け
る
経
済

の
急
激
な
発
展
に
対
応
す
る
た
め
、「
Ｉ
Ｍ
Ｆ

の
統
一
を
阻
害
す
る
こ
と
な
し
に
、
異
な
っ

た
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
ま
た
は
業
種
別
に
委

員
会
を
つ
く
る
こ
と
を
考
慮
す
る
」
こ
と
と

し
ま
し
た
。
そ
の
検
討
の
結
果
、
1
9
4
9
年

お
よ
び
1
9
5
0
年
の
中
央
委
員
会
に
お
い

て
、
自
動
車
部
会
、
造
船
部
会
お
よ
び
鉄
鋼
部

会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
金
属
機
械

産
業
部
会（
1
9
5
2
年
）、
航
空
宇
宙
産
業

部
会
（
1
9
6
2
年
）と
、
次
々
設
置
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

女
性
お
よ
び
事
務
技
術
職
に
関
す
る
部
会

活
動
は
、他
の
産
業
別
部
会
活
動
を
横
断
す

る
活
動
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ

Ｍ
Ｆ
で
は
1
9
5
7
年
お
よ
び
1
9
6
1
年

に
「
婦
人
労
働
者
お
よ
び
青
少
年
労
働
者
の

た
め
の
会
議
」
を
開
催
、1
9
6
2
年
に
「
婦 

人
・
青
少
年
労
働
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
こ
の
委
員
会
は
現
在
の
女
性
委
員
会
に

引
き
継
が
れ
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
ま

た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
「
非
現
業
労
働
者
に
関
す
る
特

別
委
員
会
」
を
設
置
、
1
9
6
1
年
お
よ
び

1
9
6
4
年
に
会
議
を
開
催
し
、
そ
の
後
事

務
技
術
職
部
会
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

日
本
の
金
属
産
業
労
働
組
合
の

参
画

　
Ｊ
Ｃ
Ｍ
の
前
身
で
あ
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－Ｊ
Ｃ（
当

時
の
日
本
語
名
称
は
国
際
金
属
労
連
日
本
協

議
会
）の
結
成
は
1
9
6
4
年
５
月
16
日
で

し
た
が
、
同
年
11
月
25
〜
28
日
の
日
程
で
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た

第
20
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
に
お
い
て
Ｉ
Ｍ
Ｆ

に
正
式
加
盟
し
ま
し
た
。
そ
の
前
段
に
ド
イ

ツ
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
自
動
車
産
業
部
会

が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
日
本
か
ら
も
自
動
車

産
業
労
働
組
合
の
代
表
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
こ
れ
よ
り
以
前
、同
年
６
月
に
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
で
開
催
さ
れ
た
第
２
回
婦
人
・
青
少

年
労
働
者
委
員
会
に
も
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｊ
Ｃ
代
表

団
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
Ｉ
Ｍ

Ｆ

－

Ｊ
Ｃ
お
よ
び
加
盟
組
織
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加

盟
前
後
か
ら
Ｉ
Ｍ
Ｆ
部
会
活
動
に
す
で
に
参

画
し
て
い
た
と
言
え
ま
す
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ

－Ｊ
Ｃ
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
に
あ
た
っ

て
、「
日
本
の
労
働
者
の
地
位
向
上
」「
時
間
短

縮
早
期
実
現
お
よ
び
賃
金
引
き
上
げ
要
求
へ
の

協
力
」
と
「
将
来
、
東
南
ア
ジ
ア
各
国
労
働
者

へ
の
援
助
活
動
の
決
意
表
明
」を
訴
え
ま
し
た
。

そ
れ
は
1
9
6
9
年
２
月
の
第
１
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ

ア
ジ
ア
地
域
会
議
や
1
9
8
5
年
の
第
26
回

Ｉ
Ｍ
Ｆ
世
界
大
会
の
東
京
開
催
に
も
つ
な
が

り
、
さ
ら
に
は
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
労
働
組
合

と
の
連
帯
活
動
や
以
下
の
産
業
別
部
会
活
動

へ
の
積
極
的
な
参
画
と
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け

る
活
動
展
開
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

航
空
宇
宙
：
1
9
6
2
年
ト
ゥ
ー
ル
ー

ズ
、
1
9
6
5
年
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
お
い
て
Ｉ

Ｍ
Ｆ
航
空
宇
宙
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の

後
産
業
別
部
会
へ
再
編
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

か
ら
の
参
加
は
、1
9
7
0
年
10
月
に
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
開
催
の
航
空
宇
宙
産
業
委
員
会
へ
の

造
船
重
機
労
連
（
当
時
）
が
最
初
で
す
。
ボ

ー
イ
ン
グ
や
エ
ア
バ
ス
な
ど
主
要
な
航
空
機

メ
ー
カ
ー
の
労
働
組
合
で
構
成
さ
れ
る
企
業

別
の
機
構
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
：
1
9
4
9
年
か
ら
1
9
5
0
年

に
か
け
て
設
立
さ
れ
た
３
つ
の
産
業
別
部
会

の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
、
Ｕ
Ａ
Ｗ
主
導
に
よ

っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
か
ら
の
参
加

は
1
9
6
0
年
11
月
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た

第
４
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
自
動
車
産
業
世
界
会
議
へ
の

オ
ブ
ザ
ー
バ
参
加
が
最
初
で
す
。

　

主
要
自
動
車
メ
ー
カ
ー
労
組
で
構
成
さ
れ

る
企
業
別
協
議
会
は
こ
の
自
動
車
産
業
部
会

の
活
動
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ

り
、Ｕ
Ａ
Ｗ
が
主
導
し
た
ア
メ
リ
カ
の
Ｂ
Ｉ
Ｇ

３
の
世
界
労
働
組
合
協
議
会
が
そ
の
先
駆
け

で
す
。

　

素
材
金
属
：
1
9
4
9
年
か
ら
1
9
5
0

年
に
か
け
て
設
立
さ
れ
た
３
つ
の
産
業
別
部

会
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
鉄
鋼
産
業
部
会
が

そ
の
母
体
で
す
。
非
鉄
産
業
に
つ
い
て
は
鉄

鋼
部
会
の
中
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

1
9
7
1
年
開
催
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委
員
会
に

お
い
て
非
鉄
金
属
分
野
へ
の
活
動
の
拡
張
が

提
案
さ
れ
、
鉄
鋼
産
業
部
会
を
鉄
鋼
・
非
鉄

産
業
部
会
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

日
本
か
ら
の
参
加
は
1
9
6
2
年
３
月
に
西

ド
イ
ツ
・
デ
ュ
イ
ス
ブ
ル
ク
で
開
催
さ
れ
た

第
５
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
鉄
鋼
産
業
世
界
会
議
へ
の
鉄

鋼
労
連
（
当
時
）
か
ら
の
参
加
が
最
初
で
す
。

そ
の
後
鉄
鋼
労
連
は
「
ア
ジ
ア
鉄
鋼
セ
ミ
ナ

ー
」
を
1
9
8
1
年
か
ら
３
～
４
年
に
１
回

主
催
し
、
こ
の
産
業
別
部
会
の
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
で
の
活
動
を
補
完
し
て
き
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
電
機
電
子
：
当
初
は
工
作
機
械

産
業
部
会
（
機
械
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部

会
）
の
一
部
分
で
あ
り
、
工
作
機
械
産
業
の

世
界
会
議
と
と
も
に
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
1
9
6
7
年
９
月
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
中
央
委
員

会
で
電
機
電
子
産
業
部
会
を
分
離
さ
せ
、
新

し
い
産
業
別
部
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
部

会
設
置
当
初
よ
り
電
機
労
連（
現
・
電
機
連

合
）委
員
長
が
部
会
長
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

1
9
7
0
年
９
月
に
ハ
ー
グ
で
開
催
さ
れ
た
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造
船
か
ら
船
舶
解
撤
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
い
た

る
一
貫
し
た
、
し
か
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
産
業

政
策
の
策
定
を
目
指
す
こ
と
、
船
舶
解
撤
に

関
す
る
国
際
条
約
（
香
港
条
約
）
の
早
期
批

准
を
各
国
政
府
に
求
め
る
活
動
を
展
開
す
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
確
認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

他
の
Ｇ
Ｕ
Ｆ
の
産
業
別
部
会
活
動

　
2
0
1
2
年
に
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は

そ
の
第
１
回
世
界
大
会
を
開
催
し
、
結
成
し

ま
し
た
が
、
４
年
後
の
2
0
1
6
年
第
２
回

世
界
大
会
ま
で
の
期
間
を
「
移
行
期
間
」
と

し
て
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
結
成
前
に
各

Ｇ
Ｕ
Ｆ
が
実
施
し
て
き
た
活
動
を
継
続
す
る

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
各
Ｇ
Ｕ
Ｆ
に
よ
る
部

会
活
動
も
こ
の
４
年
間
は
引
き
続
き
実
施
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

繊
維
・
皮

革
・
被
服
・

製
靴
・
繊

維
サ
ー
ビ
ス

（
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
含
む
）

産
業
部
会

は
、
ア
ジ
ア

地
域
に
お
け

る
活
発
な
活

動
を
展
開
さ

せ
て
き
た
旧

Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｌ
Ｗ

Ｆ
の
Ｔ
Ｗ
Ａ

第
１
回
世
界
大
会
（
部
会
の
設
立
大
会
）に
も

電
機
労
連
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

1
9
7
4
年
か
ら
は
電
機
連
合
主
催
に
よ
る

「
ア
ジ
ア
電
機
・
電
子
セ
ミ
ナ
ー
」
を
４
年
に

１
回
の
頻
度
で
開
催
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
5
年
６
月
に
マ
レ
ー
シ
ア
で
開
催

さ
れ
た
世
界
会
議
で
は
、
多
国
籍
企
業
へ
の

対
応
、
不
安
定
雇
用
へ
の
取
り
組
み
、
組
織

化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
強
化
と
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
へ
の
対
応
な
ど
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

機
械
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
：
1
9
5
2
年
、

金
属
機
械
産
業
部
会
と
し
て
設
置
、
そ
の
後

工
作
機
械
、
機
械
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
部
会

名
称
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
1
9
5
8
年
７

月
に
西
ド
イ
ツ
・
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
で

開
催
さ
れ
た
第
２
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
金
属
機
械
産
業

世
界
会
議
に
電
機
労
連
お
よ
び
全
機
金
（
当

時
）
よ
り
オ
ブ
ザ
ー
バ
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

造
船
・
船
舶
解
撤
：
1
9
4
9
年
か
ら
1

9
5
0
年
に
設
置
さ
れ
た
３
つ
の
産
業
別
部

会
の
う
ち
の
一
つ
で
、
1
9
5
1
年
に
第
１

回
世
界
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
日
本
の

労
組
は
1
9
6
0
年
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
開

催
さ
れ
た
第
５
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
造
船
産
業
世
界
会

議
に
出
席
し
て
い
ま
す
。
造
船
重
機
労
連
は

1
9
7
5
年
か
ら
「
ア
ジ
ア
造
船
セ
ミ
ナ
ー
」

を
主
催
、
３
～
４
年
に
１
回
の
頻
度
で
開
催

し
、
こ
の
部
会
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
の

活
動
を
補
完
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
4
年
11
月
に
は
長
崎
に
お
い
て
世

界
会
議
を
開
催
し
て
お
り
、
そ
の
会
議
で
は
、

Ｒ
Ｏ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
組
織
）
が
そ
の

母
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

旧
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
関
連
で
は
、
小
分
類
の
産
業

別
会
議
開
催
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
の
会

議
開
催
や
企
業
別
労
組
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設

置
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
結
成
と

産
業
別
部
会
活
動
の
再
編　

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
結
成
前
の
10
年

ほ
ど
の
間
に
、
部
会
の
活
動
は
定
期
的
に
開

催
さ
れ
る
世
界
会
議
を
中
心
と
し
た
運
営
か

ら
、小
規
模
の
「
運
営
委
員
会
」「
作
業
部
会
」

「
作
業
グ
ル
ー
プ
」
を
少
な
く
と
も
年
１
回

開
催
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
世
界
大
会
の

間
の
４
年
間
に
１
回
、
産
業
別
部
会
の
世
界

大
会
を
１
回
開
催
す
る
と
い
う
活
動
に
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
加
盟
組
織
や
Ｉ

Ｍ
Ｆ
本
部
の
財
政
的
制
約
と
、
活
動
の
効
率

化
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
自
動
車
産
業
部
会
で
は
、
初
代
部

会
長
で
あ
る
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ル
ー
サ
ー
Ｕ
Ａ
Ｗ

会
長
は
1
9
6
4
年
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で

開
催
さ
れ
た
第
５
回
Ｉ
Ｍ
Ｆ
自
動
車
産
業
世

界
会
議
に
お
い
て
す
で
に
、「
わ
れ
わ
れ
は
、

ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
、
フ
ォ
ー
ド
、
フ
ォ

ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
、
ク
ラ
イ
ス
ラ
ー
、
こ
れ

ら
の
４
つ
の
企
業
別
協
議
会
を
も
っ
て
、
世

界
中
の
こ
れ
ら
の
企
業
の
労
働
者
の
た
め
に
、

か
れ
ら
の
努
力
を
調
整
し
共
通
す
る
問
題
の

解
決
策
を
見
出
す
よ
う
に
、
実
際
的
な
機
構

を
打
ち
立
て
た
い
」
と
述
べ
、
企
業
別
の
労
組

協
議
会
の
設
置
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
1
9
6
6
年
に
は
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ

ー
ズ
、フ
ォ
ー
ド
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
の

企
業
別
労
組
協
議
会
が
Ｕ
Ａ
Ｗ
定
期
大
会
と

と
も
に
デ
ト
ロ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
で
は
こ
の
よ
う
な
企
業
別
労
組
協

議
会
に
つ
い
て
、「
国
際
連
帯
の
概
念
に
新
し

い
意
味
を
付
与
し
、
国
際
レ
ベ
ル
の
労
働
組

合
間
に
新
し
い
形
の
実
際
的
協
力
を
よ
り
幅

広
く
、深
く
発
展
さ
せ
る
も
の
」
と
し
て
評
価

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
日
系
自
動
車
多
国

籍
企
業
の
労
働
組
合
に
よ
る
企
業
別
協
議
会

の
設
置
も
実
現
し
、
こ
れ
は
現
在
の
Ｍ
Ｎ
Ｃ

（
多
国
籍
企
業
）
労
働
組
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

今
後
の
活
動
展
開　

　

Ｊ
Ｃ
Ｍ
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
電
機
・
電
子
部
会
と
造 

船
・
船
舶
解
撤
部
会
に
部
会
長
を
輩
出
し

て
い
る
こ
と
か
ら
日
本
の
労
働
組
合
の
参
画

が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
2
0

1
6
年
開
催
の
第
２
回
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
世
界
大
会
に
向
け
、
各
産
業
別
部
会
の
世

界
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
産

業
別
部
会
活
動
は
、
前
述
の
効
率
的
な
組
織

運
営
や
、
Ｍ
Ｎ
Ｃ
労
働
組
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
設
置
な
ど
、
さ
ら
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
産

業
政
策
の
検
討
と
策
定
と
、
そ
の
活
動
の
幅

を
拡
大
さ
せ
て
い
く
方
向
で
展
開
し
て
い
く

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

部会名 小分類 アジア太平洋 企業別
化学・製薬・
バイオ化学

●化学産業
●製薬産業

●武田薬品
●サノフィー

エネルギー ●電力
●原子力

●電力
●石油・ガス ●ＢＡＳＦ

ガラス・セメント・
セラミック関連

●ガラス産業
●マテリアル産業

ゴム ●ブリヂストン
●グッドイヤー

旧 ICEM関連の会議体一覧


